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（5）　11ページの表の中で新月と満月になる日はいつごろですか。もっとも適当なもの
を次のア～オからそれぞれ一つ選び、記号で答えなさい。

ア　2月9日　 　イ　2月16日　 　ウ　2月23日　 　エ　2月28日　 　オ　3月2日

（6）　11ページの表を見て、2月20日の月の入り直前に、西の空に見える月の様子を表し
たものとしてもっとも適当なものを次のア～クから一つ選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

地平線
////////////

オ カ キ ク

////////////

//////////// //////////// ////////////

//////////// //////////// ////////////
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次の実験2を行いました。

実験2の結果について、次のようなことを考えました。

［実験2］
焦点距離が 6cmの凸レンズの左側に物体を置き、そのとき、物体の像がはっ

きりうつるスクリーンの位置を測定する。図5のように、凸レンズの中心から物体
までの距離をＡ（cm）、スクリーンまでの距離をＢ（cm）として、その結果を
表1にまとめた。

表1
Ａ（cm） Ｂ（cm）
8 24
10 15
12 12
14 10.5
16 9.6

図5

焦点
像

焦点

スクリーン

Ａ(cm)

凸レンズの右側凸レンズの左側

物体

6cm

Ｂ(cm)

［考えたこと］
Ａが大きくなると、Ｂは小さくなる。しかし、Ａが 8cmの2倍の 16cmになった

ときに、Ｂは半分の12cmではないので、ＡとＢは反比例の関係にはない。Ａ×Ｂ
とＡ＋Ｂをそれぞれ計算し、表2を作ってみたところ、Ａ×ＢをＡ＋Ｂで割ると、
必ず   　Ｘ　   と等しいことがわかった。

　　　　　　　　表2
Ａ╳Ｂ Ａ＋Ｂ
192 32
150 25
144 24
147 24.5
153.6 25.6
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（5）　空らん   　Ｘ　   に入る語句として正しいものを次のア～エから一つ選び、記号で
答えなさい。

ア　凸レンズと物体との距離　　　　　　　イ　凸レンズとスクリーンとの距離
ウ　焦点距離の2倍　　　　 　　　　　　　エ　焦点距離

（6）　Ａが 15cmであるとき、Ｂは何cmですか。

（7）　焦点距離が 8cm の凸レンズを用いて実験2と同様の実験を行ったとき、その
結果を説明した文として正しいものを次のア～エから二つ選び、記号で答えなさい。

ア　凸レンズの左側 16cm の位置に物体があるとき、スクリーンを凸レンズの
右側 16cmの位置に置けばはっきりとした像がうつる。

イ　凸レンズの左側 12cm の位置に物体があるとき、スクリーンを凸レンズの
右側 12cmの位置に置けばはっきりとした像がうつる。
ウ　凸レンズの左側 12cm の位置に物体があるとき、スクリーンにはっきりうつ
る像の大きさは、もとの物体と同じ大きさである。
エ　凸レンズの左側 7cm の位置に物体があるとき、どの位置にスクリーンを
置いてもはっきりとした像はうつらない。

問題は以上です
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③　別の試験管Ｈに、②と同じ量のドライイーストと水、②の半分の量のブドウ糖
を入れて混ぜ、気体Ｘが発生し始めてからの時間と発生した気体Ｘの量を測定し
た結果、表2のようになった。

表2
時間（分） 3 6 9 12 15 18 21 24
気体 Xの量
（cm3） 1 2 3 3 3 3 3 3

④　③で気体Ｘが発生し始めてから9分経ってからは気体Ｘの量が増えなくなった。
この理由を調べるために、③で実験を行った後の試験管Ｈで、 a追加の実験を
行った。これにより、酵母が試験管の中のブドウ糖をすべて利用してしまった
からであることがわかった。

（3）　実験の①の結果から考えて、気体Ｘとして正しいものを次のア～エから一つ選び、
記号で答えなさい。

ア　アンモニア　　　　イ　酸素　　　　ウ　ちっ素　　　　エ　二酸化炭素　

（4）　実験の①で、試験管Ａ，Ｃでは気体Ｘが発生せず、試験管Ｄでは気体Ｘがさかん
に発生したことから、実験に用いた酵母はどのような性質をもつことがわかり
ますか。もっとも適当なものを次のア～キから一つ選び、記号で答えなさい。

ア　デンプンも塩も砂糖も利用できる。
イ　デンプンと塩は利用できるが、砂糖は利用できない。
ウ　デンプンと砂糖は利用できるが、塩は利用できない。
エ　塩と砂糖は利用できるが、デンプンは利用できない。
オ　デンプンは利用できるが、塩と砂糖は利用できない。
カ　塩は利用できるが、デンプンと砂糖は利用できない。
キ　砂糖は利用できるが、デンプンと塩は利用できない。

（5）　表1の結果から、気体Ｘが発生し始めてからの時間と発生した気体Ｘの量の関係
を表すグラフを解答用紙にかきなさい。

（6）　実験の④の下線部ａで行った追加の実験では、どのような実験を行い、どのような
結果が得られましたか。「③で実験を行った後の試験管Ｈに」に続けて説明しなさい。
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水にホウ酸を入れ、かき混ぜないで放置しました。次の図は、そのときのビーカー
内の様子です。時間がたつとビーカーの底のホウ酸の量はだんだん減っていきま
した。その後じゅうぶんに時間がたつと、底のホウ酸の量はそれ以上減らなくなりま
した。

はじめ じゅうぶんに時間がたった後

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ホウ酸
図

少し時間がたった後

（6）　少し時間がたった後に、図のホウ酸水のａ～ｃの部分の濃
こ

さについて調べると、
どのようになっていると考えられますか。もっとも適当なものを次のア～オから
一つ選び、記号で答えなさい。

ア　ａがもっとも濃く、ｃがもっとも薄
うす

い。
イ　ａがもっとも濃く、ｂとｃは同じ濃さである。
ウ　ｃがもっとも濃く、ａがもっとも薄い。
エ　ｃがもっとも濃く、ａとｂは同じ濃さである。
オ　ａとｂとｃは同じ濃さである。

（7）　じゅうぶんに時間がたった後に、図のホウ酸水のｄ～ｆの部分の濃さについて
調べると、どのようになっていると考えられますか。もっとも適当なものを次の
ア～オから一つ選び、記号で答えなさい。

ア　ｄがもっとも濃く、ｆがもっとも薄い。
イ　ｄがもっとも濃く、ｅとｆは同じ濃さである。
ウ　ｆがもっとも濃く、ｄがもっとも薄い。
エ　ｆがもっとも濃く、ｄとｅは同じ濃さである。
オ　ｄとｅとｆは同じ濃さである。


	904_入試問題_理科1.pdf
	904_入試問題_理科2
	904_入試問題_理科3
	904_入試問題_理科4
	904_入試問題_理科5

